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 本論文は序章と本編五章および終章から成り、主に土地売券 (約 1000 点 )を用いて、｢得
分｣をキーワードに戦国期の土地剰余生産物の配分実態を解明することを目的とし、｢土地
制度の根幹ともいえる在地社会の収取システムを時代ごとに解明し、それが中世から近世






 論文の構成を掲げておく。  
 序章  
  第一節 論文の目的と研究史  
  第二節 目的達成のための課題  
 第一章 中世における｢得分｣の存在形態と成立過程  
  問題の所在  
  第一節 ｢平安中期～戦国期｣の得分  
  第二節 ｢戦国期｣得分の存在形態  
  第三節 ｢戦国期｣得分の成立過程  
  小括  
 第二章 戦国期｢得分｣をめぐる｢地主｣と｢戦国権力｣  
  問題の所在  
  第一節 買地安堵と｢若狭武田氏｣領国  
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  第二節 ｢今川氏真｣の買地安堵と検地  
  第三節 ｢織田信長｣の買地安堵と検地  
  小括  
 第三章 戦国期における｢地主｣と｢地主の被官｣の主従関係  
  問題の所在  
  第一節 ｢地主｣の存在形態  
  第二節 ｢地主の被官｣の存在形態  
  第三節 被官と知行地の一体観念  
  小括  
 第四章 中近世移行期｢尾張｣における｢織田検地｣と｢太閤検地｣  
  問題の所在  
  第一節 両検地の歴史的経過と通説的意義  
  第二節 両検地と在地社会  
  小括  
 第五章 近世売券と太閤検地｢作あい否定｣問題  
  問題の所在  
  第一節 ｢作あい｣｢加地子｣と近世売券  
  第二節 ｢近世の加地子｣の成立  
  第三節 近世における｢地主と被官｣関係  
  小括  
 終章  
  第一節 戦国期｢得分｣問題の総括と課題  
  第二節 太閤検地と｢近世の加地子｣問題  
  第三節 ｢中世の遺制｣と近世社会―課題と展望―  
 


















































































































 よって、本論文は博士 (文学 )の学位を授与するに相応しいと判定する。  
